
- 1 -

物  質  名 チアベンダゾール ＤＢ－23 

別  名 2-(4-チアゾリル)ベンゾイミダゾー
ル、TBZ、サイアベンダゾール 

構 造 式 

 

CAS番号 148-79-8 
PRTR番号 ― 
化審法番号 9-820 
分子式 C10H7N3S 分子量 201.25 
沸点 443.05℃（推定値）1) 融点 304～305℃ 2) 
蒸気圧 4.00×10-9 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 8.23 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.47（実測値）4) 水溶性 50 mg/L（25℃、実測値）3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,300 mg/kg  5)  
 ラット 経口 LD50 2,080 mg/kg  5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、9、37、150、300 mg/kg/dayを 13週間混餌投与した結果、37 mg/kg/day以上の群
で、体重増加の抑制、肝臓重量の増加、小葉中心部肝細胞の肥大、甲状腺重量の増加、甲状

腺濾胞細胞の肥大、骨髄の赤血球過形成、血小板数の増加、150 mg/kg/day以上の群で脱毛の
増加、赤血球数、ヘモグロビン及び赤血球体積分率の減少、赤血球の形態異常の増加、脾臓

のヘモグロビン色素の増加がみられた 6) 。この結果から、NOAELは 9 mg/kg/dayであった。 
・ラットに 0、10、40、160 mg/kg/dayを 2年間混餌投与した結果、40 mg/kg/day以上の群で体
重増加の抑制がみられ、160 mg/kg/dayで著明であった。また、160 mg/kg/day群でヘモグロビ
ン、ヘマトクリット値のわずかな減少もみられた。この結果から、NOAEL は 10 mg/kg/day
であった 7) 。 

・ラットに 0、0.05、0.1、0.2、0.4％の濃度で 2年間混餌投与（雄で 0、21、43、90、207 mg/kg/day、
雌で 0、26、53、112、237 mg/kg/day）した結果、0.1％群で肝臓の微細な肉芽腫、肺の泡沫細
胞の凝集、0.1％以上の群で体重増加の抑制、0.2％以上の群で腎乳頭と腎盂で上皮過形成がみ
られた 8)。この結果から、NOAELは 0.05％（21 mg/kg/day）であった。 

・イヌに 0、10、40、160 mg/kg/dayを 52週間強制経口投与した結果、40 mg/kg/day以上の群の
雌雄で脾臓の髄外造血亢進、雌で用量に依存した尿細管の空胞化、脾臓のヘモジデリン沈着

の増加がみられた。160 mg/kg/day群では試験期間前半に嘔吐、体重増加の抑制がみられ、試
験期間を通して赤血球数、ヘマトクリット値、ヘモグロビンの減少、活性化部分トロンボプ

ラスチン、血小板数、有核赤血球数の増加がみられた。また、雌では骨髄で造血亢進がみら

れた 9)。この結果から、NOAELは 10 mg/kg/dayであった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10、30、90 mg/kg/dayを交尾前 9週から交尾、哺育期間を通して混餌投与した二
世代試験の結果、F0、F1世代の 30 mg/kg/day以上の群の雄及び 90 mg/kg/day群の雌で体重増
加の抑制、90 mg/kg/day群の出生仔で哺育期間中の低体重がみられたが、交尾行動、妊娠率、
妊娠期間、着床率、一腹あたりの胎仔数、胎仔の体重、出生仔の生存率、生殖器の組織への

投与に関連した影響はなかった 10) 。この結果から、NOAELは 10 mg/kg/dayであった。 
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・ラットに 0、10、40、80 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 17日目まで強制投与した結果、40 mg/kg/day
以上の群で用量に依存した体重増加の抑制がみられ、80 mg/kg/day 群では下垂症、投与物質
の一部吐き戻しがみられた。胎仔では 40 mg/kg/day以上の群で有意な低体重を認めた 11) 。こ

の結果から、NOAELは 10 mg/kg/dayであった。 
・マウスに 0、25、100、200 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目まで強制経口投与した結果、

100 mg/kg/day以上の群で用量に依存した体重増加の抑制、着床数の減少、胎仔の低体重がみ
られた。また、25 mg/kg/day 以上の群の胎仔で、距骨、踵骨の骨化遅延がみられたが、用量
に依存したものではなく、発生率も対照群を含む各群で同程度であった 12) 。この結果から、

NOAELは 25mg/kg/dayであった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・男性ボランティア 100 人のうち、50 人に偽薬、50人に本物質 125 mgを 2 回/日の頻度で 24
週間経口投与した二重盲検試験で、偽薬群の 41/50人、本物質群の 36/50人が試験を完了し、
血液、尿検査等の結果から明らかに投与に関連した影響はみられなかった。この結果から、

NOELは 3～4 mg/kg/dayと判断された 13, 14) 。 
・寄生虫に対する本物質の有効性をみた研究のレビューで、標準的な治療では 25 mg/kgを 2回

/日の頻度で 1～4 日間の経口投与であり、いくつかの研究ではより高用量であった。標準的
な用量では、一過性の軽症の副作用（食欲不振、吐き気、嘔吐、めまい）は 25～30％の発生
率だったが、高用量では発生率が上昇した。重度の副作用は稀であったが、麻痺、虚脱、耳

鳴り、眼の知覚異常、黄色視症、遺尿症、脈拍数及び最大血圧の低下、セファリンの凝集頻

度や GOT活性の一過性の上昇がみられた 15) 。 
・旋毛虫症の治療で、本物質 50 mg/kgを 2回/日の頻度で 10日間経口摂取した 23人の患者うち

14 人に副作用が発生し、吐き気（11人）、むかつき（11人）、嘔吐（11 人）、薬に対する
嫌悪感（3 人）、発疹（3 人）、インポテンス（2 人）、下痢（1 人）、肝臓傷害（1 人）、
発熱（1人）、めまい（1人）がみられた 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラット、イヌの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 10 mg/kg/day
（ラットで体重増加の抑制、イヌで脾臓の髄外造血亢進など）を採用し、同値を暫定無毒性量

等に設定した。 
 吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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